
霧霧ケケ峰峰自自然然再再生生推推進進のの計計画画にに関関すするる調調査査等等のの実実施施ににつついいてて  

（２２年度予算要求中） 

 

 

１ 目 的 

人々の生活様式の変化、交通の発達による人の入り込み、ニホンジカによる植生被害等によ

り近年著しく変化した霧ヶ峰の自然を保全・再生のための計画を策定し、科学的根拠に基づく

霧ヶ峰の自然再生推進を図る（平成22年度から２か年計画）。 

 

 

２ 現 状 

霧ヶ峰の自然は、集落の人々の採草、火入れ等、人々との関わりによって形成されてきたが、

近年、自然の変容（①草原の森林化、②湿原の乾燥化及び土砂の流入、③ニホンジカ等の野生

動物による植生被害④外来植物の繁殖など）により植生の変化等が著しい。 

 

 

３ 事業内容及び効果 

(1)自然再生推進の計画の策定 

（天然記念物を除く） 

 

 

 

 

 

(2)植生被害対策 

 

 

 

 

 

(3)事業主体 

自然再生推進計画の策定に関する調査については、霧ヶ峰みらい協議会で実施した「平成20

年度地方の元気再生事業 霧ヶ峰“彩り草原空間”構築プロジェクト」に準じて業務委託を行

う。 

・科学的再生手法の確立 

 

・各外来種に応じた事前 

防除、除去手法の確立 

 

・雑木処理と火入れ事業 
の区域割の確立 

植物相･植生の現状調査 

 

外来種の現状調査 

 
繁殖原因の究明 

 

 

多くの人や企業等の理解 

と参画を得ながら、科学的

根拠に基づいた再生事業

の実施による良好な自然

の保全と生態系の確保 

 

 

ニホンジカの防護対策・行動追

跡調査(H20･21)結果 

電気柵は防護効果あり 

柵を迂回して侵入し植生破壊。 

 

電気柵の延長 

自然保護課 

資料 １ 


